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Z を整数の集合とする。スコープ幅3のベク トル空間 V上の線形セルオート
マトンは各セルの状態集合としてベク トル空間をとり、3変数の線形局所関数
f : V\times V_{\mathrm{X}}y\rightarrow V は V上の3つの正方行列 A_{-1},A_{\{}, \mathrm{A}_{1} を与えると定まり、それぞ
れの行列は左側のセル、自分自身のセル、右側のセルに作用する。
並列写像 f_{\infty} : V^{z}\rightarrow y^{z} は... V\times V\times V から自分自身への線形写像で次式のよ
うに定義される。
f_{\infty}(u) =u', u,u'\in V^{Z}  $\zeta$\Rightarrow \forall_{i\in Z} u_{i}'=A_{-1}u_{i-1}+A_{0}u_{i}+A_{1}u_{i+1}











\displaystyle \sum_{i\in Z}<u_{j}'$\mu$_{i}^{\uparrow}> =\sum_{i\in Z}<u_{i}$\mu$_{i}>
ここで f_{\infty}(u)=u', u,u'\in V^{Z} <u_{j},u, >=^{1}u_{i}u_{i}


















\displaystyle \sum_{i\in Z}<u_{iiM}'\oint 4'> =\sum_{i\in Z}<u_{i}$\mu$_{\dot{l}}>_{M}





このとき F_{x} は {}^{t}F_{X}M_{X}= $\Lambda$ を満たし、ローレンツ変換の自然な拡張となる。
 L( $\beta$)=\displaystyle \frac{1}{\sqrt{1-\sqrt{}^{2}}}\left(\begin{array}{ll}
1 & - $\beta$\\










を真に含み行列式が1の直交群をなす。この群の元は  $\gamma$=0 のとき L( $\beta$) で
 $\gamma$\rightarrow 1 になるにつれて L( $\beta$) からずれる。 L( $\beta$) はローレンツ変換と呼ばれ
 $\beta$=\displaystyle \frac{v}{c} で分子の v は2つの慣性系の相対速度を表し、分母の C は光の速度
である。 L_{\mathrm{x}}( $\gamma$) は r=1 で極を持ち、  $\gamma$ が次元をもたないことから  $\gamma$ はある物
理量の比を表す。したが \prime\supset て、  $\gamma$ は分子に最小値を持ち、  r=\displaystyle \frac{\ell_{\min}}{\ell} であるか、
または分母に最大値を持ち、  $\gamma$=\displaystyle \frac{\ell}{\ell_{\max}} であるかのいずれかである。
L_{X}( $\gamma$) の代わりに L_{$\lambda$'}($\gamma$^{r}, $\theta$)=\displaystyle \frac{1}{\sqrt{1-$\gamma$^{2}}}\left(\begin{array}{lll}
1 & -\text{搾^{-}} &  $\theta$ X^{-|}\\
- $\gamma$ e^{j $\theta$}X &  & 1
\end{array}\right) をとると例えば










は {}^{t}F_{X}\mathrm{A}_{X}= $\Lambda$ を満たす。
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